
発行所

岡山大学職員組合第５８号
700-8530 2-1-1〒 岡山市津島中

７月２５日 電 話 （代）086-252-1111
7168２００３年 （内線）

086-252-4148直通・ＦＡＸ

ODUnion@mb4.seikyou.ne.jp岡山大学職員組合ホームページ http://hb4.seikyou.ne.jp/home/ODUnion/ メールアドレス

左から榊原副委員長 小畑副委員長
村上副委員長 中富委員長 荻野書記長

２
０
０
３
年
度

委
員
長

中
富

公
一
氏

書
記
長

荻
野

勝
氏

去
る
６
月
２
７
日
の
２
０
０
３
年
度
定
期
大
会
で

新
年
度
の
活
動
方
針
案
な
ど
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
執
行
部
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
副
委
員

長
に
は
、
小
畑
隆
資
・
榊
原
精
・
村
上
賢
治
の
三

氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
各
単
組
選
出
の
執
行
委
員
１
５
名
、
監
査

委
員
２
名
、
選
挙
管
理
委
員
２
名
（
次
ペ
ー
ジ
名

簿
参
照
）
が
、
新
執
行
委
員
会
を
構
成
し
ま
す
。

書
記
長
を
お
引
き
受
け
し
て

荻
野

勝

今
年
度
、
書
記
長
に
な

、

。

り
ま
し
た

荻
野
勝
で
す

昨
年
度
は
副
委
員
長
と
し

て
、
小
畑
委
員
長
・
中
富

書
記
長
を
補
佐
す
る
役
割

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
書
記
長
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
責
務
の
大
き

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
始

め
て
い
ま
す
。
特
に
法
人

化
法
案
が
参
議
院
を
通
る

か
通
ら
な
い
か
と
い
う
時

期
で
あ
っ
た
た
め
、
毎
日

全
大
教
よ
り
送
ら
れ
て
く

る
膨
大
な
情
報
量
に
驚
き

な
が
ら
、
そ
の
内
容
に
目

を
通
し
て
い
ま
し
た
。
今

ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

書
類
が
来
て
も
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
改
め
て

一
つ
一
つ
の
書
類
の
重
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
う
い
う
書
類
を
整

理
し
な
が
ら
毎
日
私
た
ち

に
送
り
届
け
て
く
れ
る
全

大
教
の
人
た
ち
の
労
力
に

も
驚
い
て
い
ま
す
。

私
は
も
と
も
と
政
治
に

は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
関
心
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
３
月
２
７
日
に
法
人
化

反
対
の
国
会
デ
モ
行
進
に
参

加
し
た
り
、
今
回
の
法
人
化

法
案
の
参
議
院
で
の
扱
い
を

見
た
り
し
て
、
政
治
そ
の
も

の
に
少
し
ず
つ
で
す
が
興
味

を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
や
っ

と
一
市
民
の
自
覚
が
出
て
き

。

、

た
と
い
う
感
じ
で
す

ま
た

一
人
一
人
は
小
さ
い
力
で

も
、
言
う
べ
き
こ
と
を
き
ち

ん
と
し
た
手
続
き
で
主
張
し

て
い
れ
ば
、
少
し
は
政
治
を

動
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
連
合

体
の
足
を
引
っ
張
り
か
ね
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
一
年
間

書
記
長
の
仕
事
を
頑
張
っ
て

や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

座
標
軸

憲
法
の
保
障
す
る
学
問

の
自
由
や
大
学
の
自
治
の

理
念
を
踏
ま
え
国
立
大
学

の
教
育
研
究
の
特
性
に
十

分
配
慮
す
る
▼
自
主
的
・

自
律
的
な
運
営
を
確
保
す

る
学
長
、
役
員
会
、
経
営

協
議
会
で
あ
る
こ
と
、
教

育
研
究
評
議
会
等
が
そ
の

役
割
・
機
能
を
十
分
に
果

た
す
こ
と
、
教
授
会
の
役

割
の
重
要
性
に
十
分
配
慮

す
る
こ
と
▼
役
員
等
は
高

い
識
見
を
有
し
大
学
の
自

主
性
・
自
律
性
を
阻
害
す

る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
節
度
を
持
っ

て
対
応
す
る
こ
と
。
監
事

の
任
命
は
大
学
の
意
向
を

反
映
す
る
こ
と
▼
学
長
選

考
会
議
の
構
成
は
公
正
性

・
透
明
性
を
確
保
し
厳
格

に
運
用
す
る
こ
と
▼
中
期

目
標
の
実
際
上
の
作
成
主

体
は
法
人
で
あ
る
か
ら
文

部
科
学
大
臣
は
個
々
の
教

員
の
教
育
研
究
活
動
に
言

及
し
な
い
こ
と
。
原
案
の

変
更
は
、
決
定
過
程
の
透

明
性
を
図
り
変
更
は
真
に

や
む
を
得
な
い
場
合
に
限

る
こ
と
▼
中
期
目
標
・
中

期
計
画
に
係
る
参
考
資
料

等
極
力
簡
素
化
を
図
る
こ

と
▼
大
学
が
基
礎
的
な
学

問
分
野
の
継
承
発
展
地
域

の
教
育
、
文
化
、
産
業
等

の
基
盤
を
支
え
て
い
る
こ

と
を
評
価
す
る
こ
と
▼
評

価
結
果
と
資
源
配
分
の
関

係
に
は
慎
重
な
運
用
に
努

め
る
こ
と
▼
評
価
委
員
は

氏
名
や
経
歴
、
会
議
の
議

事
録
を
公
表
し
、
会
議
を

公
開
す
る
こ
と
▼
独
立
行

政
法
人
通
則
法
を
準
用
す

る
場
合
国
立
大
学
法
人
と

独
立
行
政
法
人
の
違
い
に

十
分
留
意
す
る
こ
と
▼
事

務
・
事
業
の
改
廃
勧
告
に

当
た
っ
て
は
大
学
本
体
や

学
部
等
の
具
体
的
な
組
織

の
改
廃
、
個
々
の
教
育
研

究
活
動
に
つ
い
て
は
言
及

し
な
い
こ
と
▼
運
営
費
交

付
金
等
の
算
定
に
は
公
正

性
・
透
明
性
を
確
保
し
、

従
来
以
上
に
各
大
学
に
必

要
な
研
究
教
育
費
の
所
要

額
を
確
保
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
▼
学
生
納
付
金
は

今
後
も
適
正
な
金
額
、
水

準
を
維
持
す
る
こ
と
▼
労

働
関
係
法
規
等
へ
の
対
応

に
つ
い
て
成
立
時
に
違
法

状
態
が
生
じ
な
い
よ
う
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

▼
大
学
評
価
全
体
の
信
頼

性
の
向
上
を
図
る
た
め
必

要
な
資
金
の
確
保
な
ど
必

要
な
援
助
に
努
め
る
こ
と

▼
大
学
教
育
全
体
に
対
し

て
十
分
な
財
政
支
出
を
す

る
こ
と
。
地
方
大
学
の
充

実
に
努
め
る
こ
と
▼
勤
務

条
件
等
の
整
備
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。
任
期
制
の
運
用
に
当

た
っ
て
は
教
員
等
の
身
分

保
障
に
十
分
留
意
す
る
こ

「

」

と
▼

良
好
な
労
働
関
係

の
た
め
に
職
員
団
体
等
と

十
分
協
議
す
る
こ
と
▼
前

号
に
全
文
を
掲
載
し
た
大

学
法
人
法
の
附
帯
決
議
の

ポ
イ
ン
ト
を
再
度
摘
記
し

た
。
こ
の
付
帯
決
議
の
精

神
を
堅
持
し
て
新
し
い
大

学
作
り
に
取
り
か
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
い
）
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2003年度岡大職組役員名簿 (2003.6.27)

役 職 氏 名 所 属 職 種

執行委員長 中富 公一 法 文 経 教 員

副 委 員 長 小畑 隆資 法 文 経 〃

〃 榊原 精 工 学 部 〃

〃 村上 賢治 農 学 部 〃

書 記 長 荻野 勝 環 境 理 工 〃

執 行 委 員 平野 正樹 法 文 経 〃

〃 恒光 徹 〃 〃

〃 浦川 啓 理 学 部 〃

〃 岡田 美徳 〃 〃

〃 鈴木 久雄 教 育 学 部 〃

〃 川田 力 〃 〃

〃 品部 善博 環 境 理 工 〃

〃 阿部 浅樹 農 学 部 〃

〃 平野 健 〃 〃

〃 渡部 健治 附 属 学 園 〃

〃 石原 洋一 〃 〃

〃 荒嶋 康晴 医 学 部 技 官

〃 矢田 範夫 〃 技能補佐

〃 山崎 典子 〃 看 護 師

〃 酒井 峰男 留学生センター 教 員

会計監査委員 鈴木 茂之 理 学 部 〃

〃 諸川 重剛 環 境 理 工 〃

選挙管理委員 奥 忍 教 育 学 部 〃

〃 味野 道信 理 学 部 〃

去
る
７
月
６
日
に
日
本
教

育
会
館
に
お
い
て
「
教
員
」

、

養
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が

２
７
単
組
か
ら
４
６
名
の

、

、

参
加
を
得
て

開
催
さ
れ

４
時
間
に
わ
た
っ
て
現
状

分
析
と
提
案
、
議
論
が
な

さ
れ
た

長
尾
彰
夫
氏

大

。

（

阪
教
育
大
学
副
学
長
）
野

２００３年７月２５日 組合だより 第５８号（２）

村
新
氏
（
大
分
大
学
名
誉

教
授

、
羽
田
貴
史
氏
（
広

）

島
大
学
教
授
）
の
３
名
の

パ
ネ
リ
ス
ト
は
い
ず
れ
も

大
学
運
営
に
つ
い
て
全
国

的
に
も
任
務
を
果
た
し
て

こ
ら
れ
た
方
々
で
あ
り
、

そ
の
人
た
ち
が
「
立
場
を

離
れ
て
の
発
言
を
」
さ
れ

る
と
い
う
、
興
味
深
い
設

定
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は

『
全
大
教
通
信
』
に
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
紙

数
に
も
限
り
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
数
多
く
の

発
言
の
中
か
ら
特
に
心
に

残
っ
た
も
の
を
箇
条
書
き

で
記
す
。

教
育
学
部
問
題
は
他
学

◆部
関
係
者
に
と
っ
て
は
理

解
し
づ
ら
い
も
の
が
あ

る
。
こ
う
い
う
と
き
に
出

席
し
て
も
ら
っ
て
理
解
を

得
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

教
育
学
部
問
題
は
他
学

◆部
関
係
者
に
と
っ
て
は
理

解
し
づ
ら
い
も
の
が
あ

る
。
こ
う
い
う
と
き
に
出

席
し
て
も
ら
っ
て
理
解
を

得
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
懇
談
会
」
レ
ベ
ル
で

◆な
ぜ
日
本
の
教
育
の
根
幹

に
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
か
？

統
合
す
れ
ば
パ
ワ
ー
ア

◆ッ
プ
す
る
の
か
、
実
証
性

が
な
い
。

学
校
教
育
の
機
能
変
化

◆の
中
で
の
教
員
養
成
で
あ

る
こ
と
の
認
識
が
必
要
で

あ
る
。
な
ぜ
大
学
で
教
員
養
成

◆を
行
う
の
か

「
研
究
能

、

力
を
持
っ
た
教
員
」
と
い

う
原
点
に
立
ち
返
る
必
要

が
あ
る
。

「

」

◆

我
が
国
の
教
員
養
成

と
い
う
概
念
で
ひ
と
く
く

り
に
で
き
な
い
。
個
々
の

大
学
が
個
別
の
教
員
養
成

の
在
り
方
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
大
学
は
そ
れ
ぞ

れ
、
明
確
な
教
員
像
と
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
が
必
要

で
あ
る
。

学
問
・
芸
術
の
成
果
に

◆た
っ
た
教
材
の
選
択
力
・

解
釈
力
が
授
業
を
成
立
さ

せ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
の
目
線
に
た
っ
た
解

釈
が
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
の
心
に
合
っ
た
リ
ズ

ム
で
届
け
ら
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
解
釈
の
方

法
論
、
授
業
の
構
成
・
演

出
・
リ
ズ
ム
・
音
量
・
発

声
な
ど
の
訓
練
の
場
が
必

要
で
あ
る
。

「
十
年
研
修
」
で
は
学

◆校
現
場
に
直
接
関
係
す
る

こ
と
よ
り
も
「
純
粋
物
理

学
を
や
り
た
い
」
な
ど
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

大
阪
で
は
小
学
校
教
員

◆の
大
量
需
要
に
よ
っ
て
、

今
は
じ
め
て
地
域
の
大
学

と
教
育
委
員
会
の
ニ
ー
ズ

が
合
致
し
た
。
し
か
し
、

教
育
委
員
会
で
は
「
朝
礼

で
ち
ゃ
ん
と
並
ば
せ
る
教

師
」
を
望
む
な
ど
の
現
実

が
あ
り
、
教
師
像
に
関
し

て
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
。

な
お
、
現
在
、
岡
山
大

学
教
育
学
部
で
は
、
１
年

次
か
ら
教
育
実
習
を
行
う

「

」

コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

導
入
に
む
け
て
作
業
が
進

行
し
て
い
る
。
授
業
期
間

中
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ

る
通
常
授
業
の
空
洞
化
、

ひ
い
て
は
学
生
の
学
力
低。

下
を
私
は
危
惧
し
て
い
る

同
様
の
「
コ
ア
・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
導
入
の
た
め
に

「
教
育
学
部
は
金
曜
に
通

常
授
業
を
行
わ
な
い
時
間

割
」
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
る
大
学
も

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
フ

ロ
ア
参
加
者
か
ら
得
た
情

報
や
当
日
配
布
さ
れ
た
全

大
教
「
教
育
大
学
・
学
部

の
再
編
・
統
合
に
関
す
る

検
討
会
」
の
資
料
な
ど
、

岡
山
大
学
教
育
学
部
内
で

は
得
ら
れ
な
い
刺
激
に
満

ち
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ

っ
た
。

散
歩
道

梅
雨
の
晴
れ
間
に
、
一

時
涼
風
が
あ
っ
て
、
秋
を

思
わ
せ
る
爽
や
か
さ
で
あ

る
。
昨
日
ま
で
の
蒸
し
暑

さ
が
ウ
ソ
の
よ
う
だ
。

空
は
青
く
澄
み
渡
り
、

庭
の
木
々
の
葉
も
緑
鮮
や

か
だ
。
こ
ん
な
時
、
家
庭

菜
園
の
新
鮮
な
幸
が
食
卓

を
賑
わ
せ
て
く
れ
る
。
食

欲
だ
っ
て
大
い
に
進
む
と

い
う
も
の
だ
。

朝
採
り
の

ト
マ
ト
た
っ
ぷ
り

オ
ム
レ
ツ
に

千
枝
子

昨
日
ま
で
思
い
切
り
降

り
し
き
っ
た
雨
が
、
河
の

水
を
一
気
に
増
水
さ
せ
て

い
る
。
泡
だ
っ
た
激
流
が

岸
を
洗
っ
て
い
る
。
天
井

川
さ
え
、
満
々
た
る
水
を

た
た
え
て
流
れ
て
い
く
。

思
い
立
っ
て
、
川
の
源

流
近
く
に
ま
で
車
を
走
ら

せ
て
み
た
。
山
の
懐
深
く

乗
り
入
れ
る
と
、
流
れ
の

音
が
一
段
と
高
く
響
い
て

く
る
。
滝
が
あ
る
の
だ
。
ぬ
か

る
ん
だ
小
道
を
さ
か
の
ぼ

る
と
、
裏
見
の
滝
が
し
ぶ

き
を
上
げ
て
い
る
。

こ
ぼ
れ
散
る

滝
の
し
ぶ
き
に

山
冷
え
る

梅
雨
明
け
と
、
本
格
的

な
夏
の
到
来
が
、
も
う
そ

こ
ま
で
来
て
い
る
の
だ
。

（
ｋ
）

全
大
協

「教
員
養
成
問
題

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
参
加
し
て
７
／
６

教
育
学
部

奥

忍

。


